
第10回
岩出市子ども・子育て会議

平成29年3月3日



平成２９年度特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
量の見込みと利用定員について（幼稚園除く）

施設名 施設の種類
１号

(３歳以上）
教育のみ

２号
(３歳以上）

３号
(３歳未満）

計

岩出保育所 保育所 77 32 109

山崎保育所 保育所 182 74 256

根来保育所 保育所 129 43 172

上岩出保育所 保育所 121 33 154

しらゆり保育園 保育所 85 55 140

さくら保育園 保育所 108 51 159

山崎北保育園 保育所 147 73 220

おひさまこども園（H29.4 ） 幼保連携型認定こども園 2 84 65 151

つくしの里こども園 事業所内保育事業 14 14

計 2 933 440 1,375

平成２９年度申込状況(内定） (人）

2

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、まず平成２９年度の幼稚園を除く特定教育・保育施設、特定地域型保育事業の申請及び内定状況を報告させていただきます。平成２８年の１１月に１次募集、２月３日で２次募集を締め切った現在の状況となっております。まず、１号ということで、前回会議で報告させていただきましたとおり、４月１日からおひさま保育園さんが幼保連携型認定こども園に移行される予定となっており、おひさま保育園さんの１号部分に申請された方が２名、次に2号ということで3歳以上の申請者が933名、最後に3号ということで3歳未満の申請者が440名で全申請者は1,375名でした。調整の結果、申請してくださった方全員が内定という形で、定員内に収まっており、４月時点で待機になる方はありません。ちなみに、1,375名というのは平成２８年４月の全入所者数が1,366名なので、申請者が今年度より9名多い状況になっております。次のスライド➡



施設名 施設の種類 １号 ２号
(３歳以上）

３号
(３歳未満）

計

内定者計 2 933 440 1,375

平成２９年度申込状況と利用定員 (人）

平成２９年度利用定員計 2 1,009 509 1,520
受入可能残計 0 76 69 145
岩出保育所 保育所 104 32 136
山崎保育所 保育所 185 79 264
根来保育所 保育所 157 53 210
上岩出保育所 保育所 134 49 183
しらゆり保育園 保育所 85 65 150
さくら保育園 保育所 108 51 159
山崎北保育園 保育所 150 78 228
おひさまこども園 幼保連携型認定こども園 2 86 71 159
つくしの里こども園 事業所内保育事業 19 19
和歌山中央幼稚園(H29.4) 小規模保育所 12 12

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、平成２９年度の各施設の利用定員と残りの受け入れ可能数を説明させていただきます。各施設の平成２９年度の利用定員を合計すると、１号認定が２名、２号認定が1,009名、3号認定が497となり、合計で1,508名の定員となります。先ほど説明したように、1,375名の申請者全員内定している状況の中で各施設の残りの受入数の合計については、1号認定が0名、2号認定が76名、3号認定が69名で合計で145名の受入枠が現在残っている状況であります。また、利用定員の中には、待機児童対策として、公立保育所1歳児クラス2クラスを今年度より増設すること及び、後ほどその他のところで説明させていただきますが、前回会議で皆様にご意見いただき意見を元に市が1か所の認可を予定している和歌山中央幼稚園さんの小規模保育の定員も含めております。ただ、3号認定について、69名の残り枠は予定しているものの今年度と同じような推移で随時申請があると、年度途中の待機児童が発生する可能性というのもあると考えていますので、年度途中については国で認められている定員の１２５％までの弾力受入を行っていただける施設を探し、あらたな待機児童を発生させないようにと考えていますが、公立、私立ともに保育士不足という問題も抱えておりますので不安なところであります。以上で、平成２９年度特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の量の見込みと利用定員について事務局からの説明とさせていただきます。



Ｈ２６．６ 子どもの貧困対策の推進に関する法律
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（基本理念）
第二条 子どもの貧困対策は、子ども等に対する教育の支援、生活の支援、就労の支援、経

済的支援等の施策を、子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されることのない社
会を実現することを旨として講ずることにより、推進されなければならない。
２ 子どもの貧困対策は、国及び地方公共団体の関係機関相互の密接な連携の下に、関連分
野における総合的な取組として行われなければならない。

Ｈ２６．８ 子供の貧困対策に関する大綱

Ｈ２９．３ 和歌山県子どもの貧困対策推進計画（予定） 県

各子どもの貧困対策事業の実施 市町村

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はい、それでは子どもの貧困問題への取り組みというところで、皆様方の御意見をうかがう前に事務局から少し説明させていただきます。子どもの貧困問題については、新聞・テレビなどの報道で皆様方も既にご存じであると思います。最近であれば、取り組みの一環として「子ども食堂」などがよくメディアに取り上げられています。まず、平成26年6月に子どもの貧困対策に関し、基本理念を定め、国等の責務を明らかにし、子どもの貧困対策を総合的に推進することを目的として「子どもの貧困対策の推進に関する法律」が施行されました。資料にもいれさせてもらっている、この法律の第8条に国は子どもの貧困対策を総合的に推進するため、子どもの貧困対策に関する大綱を定めなければならないと規定されており、 こちらも本日の資料でくばらせていただいていますが、2か月後の平成26年8月に「子供の貧困対策に関する大綱」が閣議決定され策定されました。現在は、大綱に基づき和歌山県においては平成29年3月末策定予定で、県の推進計画を現在策定中と聞いております。各市町村においては、それぞれ子どもの貧困対策に取り組んでいる状況となっております。➡次のスライド



No.
主要な施策・事業

名
主要な施策・事業についての概要 担当課

24

【再掲】
児童手当

中学校修了前の児童の養育者に手当を支給することにより、次代の社会を担

う児童の健やかな育ちを支援します。
子育て支援課

25

【再掲】
児童扶養手当

離婚、死亡等のために父または母と生計を同じくしていない児童を監護または

養育している方に支給します。また、父または母が一定の障害状態にある児

童を監護または養育している方についても支給します。

子育て支援課

83

【再掲】
家庭児童相談事業

家庭児童相談員が家庭における子育ての不安や悩みに関する相談に応じま

す。

相談内容に応じて、保健センターや学校、保育施設をはじめ、医療機関や児

童相談所等の専門機関に紹介し、連携して相談に応じます。

子育て支援課

90

【再掲】

ひとり親相談支援

事業

ひとり親家庭の暮らしや生活に関する相談に応じ、各関係機関と連携しながら

ひとり親家庭の支援を行います。

その他、ひとり親家庭の就労（自立支援教育訓練給付金、高等技能訓練促進

費）や、福祉資金貸付の相談及びひとり親家庭への情報提供を行います。

子育て支援課

91 確かな学力の定着

子どもたちが変化の激しい社会の中で主体的に生き抜いていくことができるよ

う、きめ細やかな指導の充実を図り、自ら学ぶ意欲と確かな学力の定着に努

めます。

市内小・中学校

（４）子どもの貧困問題への取組の推進（「岩出市子ども・子育て支援事業計画 P45抜粋) 子どもの貧困関係

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、平成２７年３月に策定した岩出市子ども・子育て支援事業計画の中で、当市が子どもの貧困対策として取り上げている事業になります。ただ、左側に【再掲】となっておりますように、どの事業も「子どもの貧困対策」として単独で実施している事業ではなく、国、県の制度の中で子どもの貧困対策に関係するような事業をピックアップした形として現在は取り組んでいます。➡次のスライド



生活保護状況（平成２８年３月末現在）

○生活保護世帯に属する子どもの高等学校等進学率

７５% (３人／４人) ＜全日制 ３人 定時制 ０人 通信制 ０人＞

○生活保護世帯に属する子どもの高等学校等中退率

０% (０人／７人）

○生活保護世帯に属する子どもの大学等進学率

０% (０人／１人）

○生活保護世帯に属する子どもの就職率

・中学校卒業後の進路

就職率 ０%

・高校卒業後の進路

就職率 ０%

※中学卒業後、就職も進学もしていない児童 １人

※高校卒業後、就職も進学もしていない児童 １人

○生活保護世帯に属するひとり親家庭の子どもの就園率（保育所・幼稚園）

１００%（７人／７人）

○生活保護世帯に属するひとり親家庭の子どもの進学率及び就職率

・中学校卒業後の進路 ・高校卒業後の進路

進学率 ７５%（３人／４人） 進学率 ０%（０人／１人）

就職率 ０%（０人／４人） 就職率 ０%（０人／１人）

未就学・未就労率 ２５%（１人／４人） 未就学・未就労率 １００%（１人／１人）

○生活保護世帯に属するひとり親家庭の親の就業率

33.3%（６人／１８人） ＜正規職員 ０人／１８人 パート・アルバイト １８人／１８人）

子どもの貧困関係

6

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、国の大綱の中で子どもの貧困率を算出するために用いられている、それぞれの数値になります。ただ市町村単位で貧困率を算出するような場合、分母となる対象者がすくないため、このような数値だけで貧困率を算出するのはむつかしく、現在独自に子どもの貧困の実態調査を行っている市町村もあります。➡次のスライド



就学援助関係（平成２８年３月末現在）
○就学援助受給（要保護・順要保護）世帯の児童数の割合

・小学校 １２．０%（３９２人／３，２８５人）

・中学校 １４．８%（２５３人／１，７０５人）

母子福祉資金貸付状況 （平成２８年３月末現在）
単位：件

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
平成28年度

（５月末現在）

修 学 資 金 1 3 6 4 8
技能習得資金 1
修 業 資 金 1 1
就学支度資金 2 4 1 3
生 活 資 金 1
転 宅 資 金 1
合 計 3 9 8 7 10

高等職業訓練促進給付金事業（平成２８年３月末現在）

単位：人

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

准看護師 1 1
看護師 3 6 8 6 1

介護福祉士 1
保育士・幼稚園教諭 1 1

合 計 4 8 9 6 2
修了支援給付金 2 1 2 4 2

子どもの貧困関係

7

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらの指標も、同じように国の大綱で指標に用いている数値になります。いずれも生活保護世帯、ひとり親家庭世帯を支援する制度となっています。簡単ではありますが、ここまで事務局から子どもの貧困対策について説明させていただきましたが、この子どもの貧困対策については市議会でも質問にあがるように関心が高く、市といたしましても皆様方の意見等を参考に今後の取り組みを検討していきたいとかんがえております。ただ、児童虐待家庭等を見ておりますと、こどもの貧困の原因は様々で、ひとつの家庭が複数の課題を抱えていることが多いので、様々な施策を組み合わせて支援していく必要があり、何か特定の施策によって解決するものではないという認識も市としてもっております。それでは事務局からの説明は以上になりますので、桑原会長よろしくお願いします。
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岩出市子育て応援企業(平成29年2月末現在）

企業名

紀陽銀行
岩出支店

和歌山トヨペット(株)
岩出中島店

和歌山第一交通(株) 
岩出営業所

やよいメディカル
クリニック

富永楽器 aｕショップ岩出
オークワ
岩出西店

介護老人保健施設
やよい苑

スポーツクラブ
アドヴァンス岩出

(株)ビップオート
オークワ

ミレニアシティ店
冨田病院

極東化成工業(株)
和歌山工場

ガリバー岩出店
和歌山つくし

医療・福祉センター
きのくに信用金庫

岩出支店

ホンダカーズ
紀の川 岩出店

松源 岩出店
(有)荒尾成文堂
アラオ岩出店

赤井工作所

ヤクルト
岩出センター

松源 岩出中黒店
社会福祉法人
きのかわ福祉会

南都銀行岩出支店

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、岩出市子育て応援企業についてですが、「キッズコーナーの設置」や「親子で参加できるイベントの実施」、「子どもの体験活動の支援」を行っている事業所から申請があれば、状況を確認し応援企業として認定されれば、右上のステッカーを事業所内に貼っていただき、応援企業ということで市のウェブサイトで紹介しています。また、国や県、民間団体さんの子育てイベントのチラシなどを応援企業の窓口に設置してもらい連携を図ることで、より多くの市民の方に子育てに関する情報の提供をおこなっています。平成２９年２月末現在で２４社の登録があります。平成３１年度までの市の目標は３０社になりますので、委員の皆様方におかれましては応援企業に該当するような事業所さんがありましたら事務局まで情報提供願います。以上です。
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